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1.はじめに 

 2010年に大阪府I市においてコミュニティバスのニー

ズ等に関する住民調査 1）が行われた。調査の目的は、公

金による運行の是非を検討するための基礎資料を得るこ

とであった。ところが自由記述の内容は、そもそもコミ

ュニティバスの存在が認識されていないことを示してい

た。コミュニティバス運行などの自治体施策は,官民の連

携を必要としているが、上記のような情報ギャップのた

めに、その前提が成立していないことが多い。本研究は、

官民のギャップ・対立を止揚することを志向して、初期

段階である住民の不足情報の把握を目的とする。 

 

2.研究方法 

 本研究は以下の手順で行った。 

① 市提供情報の経年的な変化の分析 

毎月、全戸配布されている市広報誌を対象にコミュニ

ティバスに関する情報の種類、掲載時期を抽出し分析す

る。官から民への情報提供の実態を把握する。 

② 住民意識データの分析 

I市において、町会に加入する全世帯を対象として行

われた調査 2）の自由記述テキストを分析し、コミュニテ

ィバスに関して、住民が有している情報内容・レベルを

把握する。 

  

3.市提供情報の経年的な変化の分析 

 ここでは市広報誌（H14~22 年）に掲載された、コミ

ュニティバスに関する記事を内容と形態で分析する。関

連記事が占める紙面サイズを内容種別毎に集計して積み

上げたものが図 1である。表 1では記事形態を文字と図 

 

表・写真に区分して示している。 

図 1を見ると、運行開始（H13.12）後しばらくは広報

量が多いが、H17年以降は低調である。広報量が多いH15, 

16, 21年は路線・バス停位置の変更が行われた年度、も

しくは次年度である。内容を見ると、近年は「バス利用

の基本情報」（料金等）などの集客広報が主となっている。

一方、公金支出の是非判断に必要となる「利用者情報・

経費」はH14, 16年のみである。表１を見ると、H19 20

年」における広報量が特に少ないことが分かる。広報形

態としては文字だけの広報である。特にH19年は車内広

告募集等といった住民にとって有益なものではない。こ

のように市が提供している情報は、時期によって分量の

みならず、内容が大きく異なる。 

 

4.住民意識データの分析 

 自由記述のテキストは図 2の様に分析した。まず住民

の保有知識や情報が把握できるキーワードを抽出する。 

 

  

＊ H15.17はルート変更、H21年はバス停の位置変更 

図 1 掲載記事の経年変化 
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表１ 広報誌掲載のコミュニティバス関連記事の経年変化 
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ルート 0.07 0 0.13 0.07 0.14 0 0.07 0 0.17 0 0 0 0.03 0 0 0 0 0

利用方法 0.12 0.08 0.20 0 0.04 0 0.11 0 0.23 0 0 0 0.05 0 0.12 0 0.14 0

時間 0.08 0 0.23 0.23 0 0 0 0 0.21 0 0 0 0.05 0 0.30 0.18 0.08 0

利用者情報 0.21 0.08 0 0 0.07 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

変更 0 0 0.51 0.09 0 0 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0.18 0.09 0 0

イベント 0.08 0 0 0 0.79 0.50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0.04 0 0.13 0 0.08 0 0 0 0 0 0.12 0 0.00 0 0.04 0 0 0

合計 0.60 0.17 1.20 0.38 1.12 0.50 0.29 0 0.61 0 0.12 0 0.13 0 0.64 0.27 0.23 0
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そして当該キーワードを含む文に着目して文意判断によ

ってカテゴリー分類を行なう。分類カテゴリーは、バス

の存在意義や利用状態など、公金助成の是非を判断する

のに必要である情報という観点で、設定した。 

 分析対象は居住暦の違いによる市政への関心の差や、

コミュニティバスの利用可否による関心の違いなどから、

地域におけるコミュニティバスに対する考え方や、認識

の違いが現れると考えて、町会単位で抽出を行った(20

町会、計 2541票)。表 3にサンプルの内訳を示す。ただ

し（a）地区形成においては「新旧混在」はサンプルが少

ないため、分析の対象外とする。対象アンケート 2,541

票(アンケート回収総数の約 13％)のうち自由記述があ

ったものは 1,018票（自由記述総数の約 8％）であった。 

カテゴリー分類結果を表 4、図 3、図 4に示す。 

 図 3を見ると、形成時期に関係なく不足している情報

は「導入経緯」「ルート形成」である。形成時期ごとに見

ていくと、「新しい地区」「比較的新しい地区」において

は「バス情報」が不足している。これは居住歴による市

政への関心の差や、居住歴が浅い人が多いことから、市

が提供する情報の収集力の差が表れていると考えられる。

また「古い地区」「比較的古い地区」においては「所要時

間」が不足している。これら地区の住民はコミュニティ

バスを利用している、あるいは存在を知っている人が多

く、利用経験もあるが故に、運行経路の複雑さや所要時

間の長さに疑問・不満を抱いている。 

また「コミュニティバスの有無」（図４）においては「所

要時間」における僅かな差以外は見られなかった。 

 

5.おわりに 

 今後はアンケートの自由記述欄以外における、回答者

の自動車保有の有無や家族構成といった、個別属性デー

タと合わせてさらに詳細な分析を行っていく必要がある。

そして住民タイプごとに適切な広報内容を明確にするこ

とが課題である。 
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図 2 自由記述分類方法 

 

表 3 地域特性別のサンプル数 

(a)地区形成の時期毎のサンプル数 

 

(b)コミュニティバス有無別のサンプル数 

 

 

表 4 不足情報カテゴリー別の集計結果 

 

 

図 3 地区形成の時期ごとの不足情報カテゴリー割合 

 

 

図 4 コミバス有無別の不足情報カテゴリー割合 
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